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研究概要 

＜研究主題＞ 

自他ともに大切にする児童生徒の育成 

～小中９年間を見通した道徳科の授業づくりと評価を通して～ 

 

１ 本校区の特色 

〈推進地域の概要〉 

推進地域名 江田島地域 

推進校名 校長名 児童生徒数 備考 

江田島市立江田島中学校 喜多村 昭宏 １４１ センター校 

江田島市立切串小学校 佐々木 博康  ５４  

江田島市立江田島小学校 加藤  靖則 ２２９  

  

江田島中学校区は，江田島市の北東に位置し，２小学校（切串小学校，江田島小学校）と１中

学校（江田島中学校）からなる。学校教育目標を，切串小学校は「健やかに学び合う子」，江田

島小学校は「自ら考え，ともに伸びようとする児童の育成」，江田島中学校は「健康で豊かな心

と学力を身につけた実践力のある生徒の育成」としている。本校区の２小学校から中学校はそれ

ぞれ３ｋｍ～６ｋｍ程度離れた場所に位置している。 

平成29，30年度には，「道徳教育改善・充実」総合対策事業メニュー３の指定を受け，地域と

の連携，道徳教育と体験活動と関連付け，児童生徒の資質・能力の育成と目指す子供像の実現に

向けた実践研究を行った結果，一定の成果が見られた。成果は大きく２つある。１つ目は児童生

徒のアンケート結果における，思いやりの項目「人が困っているときは進んで助けようと思う」

の数値が向上したことである。体験活動と関連付けた道徳教育を積み重ねた結果，その行動は難

しいと感じながらも，やはり行動すべきだと考えられる児童生徒が増えた。２つ目は社会参加に

関する意識の高まりである。自由参加のボランティア活動への参加率が向上した。児童生徒同士で声

をかけあって参加していることが多く，仲間と一緒に行う活動には意欲的に参加している。また，昨

年７月の豪雨災害の際には，本校区も大きな被害を受けたが，「自分に何かできることはないか」と考

え，行動する児童生徒の姿が多く見られた。これまでの道徳教育と体験活動を関連付けた取組が，日

常の生活場面で生かされたと考えられる。 

 

２ 本校区の現状と課題 

今年度, 本校区の児童生徒は落ち着いて学校生活を過ごしている。４月実施の道徳アンケートにお

いて，「人の気持ちがわかる人になりたいと思う」，「相手のことを思いやり，親切にしている」の質問

項目について肯定的に回答した児童生徒の割合は，95.6％であった。しかし，実際の学校生活におい

ては，「人の失敗を笑う」，「自分のことばかり考え，人に協力しようとしない」など，他者を思いやる

心，協力し合う態度に課題が見られる。また，「自分のよさは周りの人から認められていると思う」に

ついては 82％，「自分にはよいところがある」については 87％の児童生徒が肯定的な回答をしている。
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「自分にはよいところがある」の項目について，５年間の推移を見てみると，いずれも 80％台で，今

年度は 87％と年々高まってきているが, 他の「よいことと悪いことを判断し，自分が正しいと思った

ことを行っている」，「学校のきまりを守っている」などの項目の数値と比べるとまだ低い。 

以上のことから，本校区の児童生徒には，自己肯定感や実際の生活の中での他者への思いやりに課

題があることが分かった。 

また，本校区の教職員は，児童生徒の道徳性を養うためには道徳科授業が重要であり，充実させた

いと考えている。しかし，授業改善のための情報が不十分で，授業改善の手立てが分からないといっ

た課題がある。 

これらの課題を踏まえ，小中９年間の道徳科の指導目標や内容項目の明確化，自分の考えを明確に

した上で，友達と話し合い，自己の考えを深めていく授業展開の実践，組織的な授業改善が必要であ

る。  

 

３ 取組目標 

○ 「自他ともに大切にする児童生徒の育成」を目指し, 小中９年間で一貫性，系統性ある道徳教

育を実践する。 

○ 本取組の成果を研究会・研修会等で，江田島市内及び広島県西部教育事務所管内，更には広島県

内全域に広め，道徳教育の改善・充実と推進に寄与する。 

 

４ 取組内容 

「道徳教育改善・充実」総合対策事業（メニュー２）指定校として，本校区の現状と課題を踏ま

え，取組目標を達成するため，児童生徒が授業で互いに関わり合い，自分も他者も大切にできる

児童生徒の育成に向けて取組を進めるとともに, 教職員の授業力向上を目指し，小中連携によ

る発達段階を踏まえた授業の実践研究を通して，道徳教育を推進する。 

本年度は，研究主題を「自他ともに大切にする児童生徒の育成～小中９年間を見通した道徳科の

授業づくりと評価を通して～」と設定し，３つの取組を進めていく。 

（１） 小中で一貫した道徳教育推進体制の確立【推進体制の確立】 

（２）「道徳科」の指導の充実【授業づくり】 

（３）「道徳科」の評価の在り方【評価】 

 

【取組内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 12 - 

 

５ 取組の検証方法 

（１）教職員・児童生徒アンケート（年２回） 

（２）道徳科における児童生徒の発言や道徳ノート，ワークシートへの記述 

（３）公開研究会を開催し，児童生徒の学ぶ姿と取組状況について共有・分析 

 

６ 推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 推進構成メンバー 

所属 

職 
氏 名 備 考 

江田島中学校 

校長 
喜多村 昭宏 センター校代表者 

切串小学校 

校長 
佐々木 博康 推進校長 

江田島小学校 

校長 
加藤 靖則 推進校長 

江田島中学校 

教頭 
西田 和弘 センター校教頭 

切串小学校 

教頭 
内藤 慎哉 教頭 

江田島小学校 

教頭 
武川 由美 教頭 

江田島中学校 

教諭 
川中 健太 

道徳教育推進教師 

（推進リーダー） 

切串小学校 

教諭 
垰本 美紀 道徳教育推進教師 

江田島小学校 

教諭 
杉井 友子 道徳教育推進教師 

江田島市教育委員会 

主任指導主事 
河野 諭恵  
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取組の実際 

 

（１）小中で一貫した道徳教育推進体制の確立【推進体制の確立】 

（２）「道徳科」の指導の充実【授業づくり】 

（３）「道徳科」の評価の在り方【評価】 

 

（１）小中で一貫した道徳教育推進体制の確立【推進体制の確立】 

   ■推進体制づくり 

 ○指導案検討会・模擬授業 

教職員同士の取組を共有するため，学年団（中学校）あるいは学校全体（小学校）で研

究授業前に実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小中合同研修会 

教職員の道徳科授業を充実させようとする意欲向上や知見を深めるため，大学教授を招

いた研修を年間７回開催 

 

 

 

 

 

 

 

○道徳参観日 

地域や保護者の方に道徳科授業の様子を知っていただくため，各小中学校において，年

間１回ずつ開催 

 

 

 

 

 

 

○事務局会 

各小中学校の教頭と道徳教育推進教師で，研究の取組経過を共有 
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（２）「道徳科」の指導の充実【授業づくり】 

校区全体で授業の質を高めるためには個々の教職員の力に任せるのではなく，授業改

善の手法について体系化することが必要である。以下は，校区全体で組織的に授業改善

を実現するためのＰＤＣＡサイクルである。このサイクルを回すことによって，校区全

体の授業の質をスパイラルアップさせていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Ｐｌａｎ～事前準備・打ち合わせ～ 

○ねらいの確認 

○主題，教材解釈 

○発問の検討（中心発問，基本発問，補助発問） 

・児童生徒の実態に合っているか？ 

・自分の事として考えられるものになっているか？ 

・多様な価値観や考え方が出るものになっているか？ 

・問い方の確認（発達段階に合わせて） 

○話合いの検討 

①ペア（２人）対話 

 

 

 

 

 

 

 

 

②グループ（３～５人）対話 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前打ち合わせの様子 

いつ，どんな場面で仕組む？ 

・意見を対比して考えさせたい場面 

・短時間で発想の質を高めたい場面 

・多面的な思考を引き出したい場面 

・自分の考えに自信を持たせたい場面 

いつ，どんな場面で仕組む？ 

・多くの意見や考えをグループで共有， 

議論することで児童生徒の考えを深め

たり広げたりさせたい場面 
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○T１/T２の役割の明確化 

①T１：授業全体のリード 

②T２：T１と連携して道徳的価値を深めるための意図的指名に繋ぐファシリテーター 

役，問い返しで深める，自分の考えを書くことに支援を要する児童生徒への 

机間指導時の声掛け，板書など 

 

 

 

 

 

 

 

 

○児童生徒の反応の予想と問い返し発問の想定 

○授業タイムスケジュールの確認（中心発問を授業開始後20分以内に行う） 

○道徳ノートの活用場面や方法の検討 

○指導案フォーマットの統一 

①実施授業における内容項目の各発達段階における指導目標の明確化 

②発問の視点の明確化（つなぐ・ひろげる・深める） 

③期待する児童生徒の変容（Before の姿と After の姿）の明確化 

 

■Ｄｏ～授業実践～ 

○事前打ち合わせの流れに沿った授業実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T1/T2 での授業 

T1：発問，机間指導，タイムマネジメント等 

T2：問い返し，板書，範読，机間指導等 

グループでの対話 自分の考えを記述 
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■Ｃｈｅｃｋ～成果と課題の共有～ 

○成果と課題の共有 

・授業後，T1/T2で成果と課題を共有，振り返りシートへの記録 

 

【振り返りシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道徳通信による，効果的な指導方法の共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T1/T2 で成果 

課題の共有化 

重点項目の振り返り 

 

 

 

江田島中学校２年２組 
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■Ａｃｔｉｏｎ～さらなる授業改善～ 

○課題を意識しての授業改善 

 

 

 

主 題 名  温かな思い（Ｂ-７ 親切，思いやり）教 材 名「くずれ落ちただんボール箱」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 題 名  温かな思い（Ｂ-７ 親切，思いやり）教 材 名「くずれ落ちただんボール箱」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

切串小学校５年１組（12 月 10 日） 

授業の質の 
スパイラルアップへ 

江田島小学校５年２組（12月 17日） 

＜授業改善のポイント＞

・課題を共有したうえで，授業展開を練る。 

・Ｔ１／Ｔ２の連携により，ねらいに迫るための 

問い返しの発問を準備しておく。 
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（３）「道徳科」の評価の在り方【評価】 

 

 

 

 

 

 

■Ｐｌａｎ～期待する児童生徒の変容の見取り～ 

○期待する児童生徒の Before・After を指導案へ明記 

 

主 題 名  ほんとうの親切（B-６親切，思いやり） 

教 材 名  「心と心のあくしゅ」（第４学年） 

【期待する児童生徒の変容】 

Before                              After 
 

 

 

 

 

 

 

■Ｄｏ～授業実践～ 

 

■Ｃｈｅｃｋ～児童生徒の変容・授業内容の振り返り～ 

○道徳ノートやワークシートへの児童生徒の記述を活用し「主題を深めることができて 

いるか」という視点の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Ａｃｔｉｏｎ～さらなる評価の改善～ 

本当の親切とは・・ 

・困っているみたいだから，声をかけ 

ようかな。 

・分からないなら，教えてあげよう。 

・すぐに助けてあげよう。 

 

本当の親切とは・・ 

・何かしてあげることだけが親切だとい

うわけではない。 

・相手の気持ちを考え，自分にできること

を行うことが親切なんだ。 

・相手のことを考え，何もしないことも 

親切なんだな。 

切串小学校４年 1 組 
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研究経過 

【４月９日（火）】第１回江田島中学校区事務局会 

          本事業の指定を受けている学校の校長及び道徳教育推進リーダーが出席

し，小中学校における道徳科授業の質の向上を目的とした校区の体制につい

て方針の共有化を行った。  

 

【５月８日（水）】第１回小中合同研修 

江田島市立切串小学校 第５学年     指導者 教諭 垰本 美紀 

主題名  相手のための親切（Ｂ－７ 親切，思いやり） 

教材名  「やさしいユウちゃん」 

指導助言  広島大学大学院教育学研究科 教授 宮里 智恵 先生 

 

【６月５日（水）】第２回江田島中学校区事務局会 

本事業の指定を受けている学校の教頭及び道徳教育推進教師が出席し，本  

校区研究推進計画の共有化や意見交流，今後の予定の確認を行った。 

 

【６月19日（水）】第２回小中合同研修 

江田島市立江田島中学校 第３学年    指導者 教諭 大竹 勇毅 

 教諭 川中  健太 

主 題 名  本当の友情とは（Ｂ－８ 友情，信頼） 

教 材 名  「違うんだよ，健司」 

指導講話  江田島市立切串小学校 校長 佐々木 博康 先生 

 

【６月24日（月）】第３回小中合同研修 

江田島市立切串小学校 第２学年     指導者 教諭  松岡 久恵 

主 題 名  みんな ともだち（Ｂ－10 友情，信頼） 

教 材 名  「およげない りすさん」 

指導助言  広島大学大学院教育学研究科 教授 宮里 智恵 先生 

 

江田島市立切串小学校 第４学年     指導者 教諭 堀内 良治 

主 題 名  ほんとうの親切（Ｂ－６ 親切，思いやり） 

教 材 名  「心と心のあく手」 

指導助言  広島大学大学院教育学研究科 教授 宮里 智恵 先生 
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【７月11日（木）】第４回小中合同研修 

江田島市立江田島中学校 第２学年２組  指導者 教諭 堂中 典子 

 教諭 川中  健太 

主 題 名  自己を見つめる（Ａ－３ 向上心, 個性の伸長） 

教 材 名  「「自分」ってなんだろう」 

  指導講話  広島県教育委員会 義務教育指導課 指導主事 大橋美代子 様 

 

【９月12日（木）】第５回小中合同研修 

江田島市立江田島中学校 第１学年２組  指導者 教諭 山本 静香 

 教諭 川中  健太 

主 題 名  互いを認め合う（Ｂ－９ 相互理解，寛容） 

教 材 名  「自分だけ「余り」になってしまう……」 

         指導講話  広島県教育委員会 義務教育指導課 指導主事 大橋美代子 様 

 

【10月28日（月）】第６回小中合同研修 

江田島市立切串小学校 第３学年     指導者 教諭 天野 航平 

主 題 名  相手とわかり合って（Ｂ－10 相互理解，寛容） 

教 材 名  「心をしずめて」 

指導助言  広島大学大学院教育学研究科 教授 宮里 智恵 先生 

 

江田島市立切串小学校 第５学年     指導者 教諭 垰本 美紀 

主 題 名  ほんとうの自由（Ａ－１ 自由と責任） 

教 材 名  「うばわれた自由」 

指導助言  広島大学大学院教育学研究科 教授 宮里 智恵 先生 

 

【11月18日（月）】第７回小中合同研修 

江田島市立切串小学校 第３学年     指導者 教諭 住本 真弓 

主 題 名  みんな なかよく（Ｂ－10 友情，信頼） 

教 材 名  「二わのことり」 

指導助言  広島大学大学院教育学研究科 教授 宮里 智恵 先生 

 

江田島市立切串小学校 第６学年     指導者 教諭 吉弘 優衣 

主 題 名  深い思いやり（Ｂ－７ 親切，思いやり） 

教 材 名  「最後のおくり物」 

指導助言  広島大学大学院教育学研究科 教授 宮里 智恵 先生 
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【11月27日（水）】第８回小中合同研修 

江田島市立江田島小学校 第５学年２組  指導者 教諭 佐々木 亮 

 教諭 川中  健太 

主 題 名  相手の立場も大切に（Ｂ－11 相互理解，寛容） 

教 材 名  「すれちがい」 

指導講話  広島大学大学院教育学研究科 教授 宮里 智恵 先生 

 

【12月18日（水）】広島県道徳教育実践研究委員会 

江田島市立切串小学校 第１学年     指導者 教諭 住本 真弓 

主 題 名  ともだちと たすけあって（Ｂ－９ 友情，信頼） 

教 材 名  「ゆっきとやっち」 

指導講話  畿央大学大学院教育学研究科 教授 島 恒生 先生 

 

江田島市立切串小学校 第４学年     指導者 教諭 堀内 良治 

 教諭 川中  健太 

主 題 名  しんらいし合える友達（Ｂ－10 友情，信頼） 

教 材 名  「いのりの手」 

指導講話  畿央大学大学院教育学研究科 教授 島 恒生 先生 

 

【12月24日（火）】学習指導案検討会 

広島大学大学院教育学研究科 教授 宮里 智恵 先生から，研究発表会 

当日の学習指導案について指導・助言を受ける。 

 

【１月31日（金）】江田島市立江田島中学校区「道徳教育改善・充実」総合対策事業研究発表会 
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取組の検証 

（１） 児童生徒アンケートより 

「道徳教育改善・充実」総合対策事業で指定校が実施する児童生徒アンケートにおいて，４月と 

１２月の結果を比較した。（グラフ右の数値：肯定的回答をした児童生徒の割合） 

 

（ア）自分の考え方や行動に自信が持てたか 「児童生徒の変容」 

     

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

（イ）自他ともに大切にしようとする気持ちは育まれたか 「児童生徒の変容」

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（ウ）「道徳科の授業」における児童生徒の意識は変わったか 「児童生徒の変容」 

     

  

  

  

 

  

 

 

 

（％） 

自分にはよいところがあると思う。 

自分のよさは，周りの人から認められている 

と思う。 

人の気持ちが分かる人になりたいと思う。 

相手のことを思いやり，親切にしている。 

（％） 

（％） 

道徳科の授業では，自分のことを振り返りなが

ら考えている。 

道徳科の授業では，友達と話し合うなどして，

自分の考えを深めたり，広げたりしている。 

 

（％） 
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（２） 教職員アンケートより 

「道徳教育改善・充実」総合対策事業で指定校が実施する教職員アンケートにおいて，４月と 

１２月の結果を比較した。（グラフ右の数値：肯定的回答をした教職員の割合） 

 

（エ）「道徳科の授業」における指導の工夫 「教職員の変容」 

     

  

  

  

 

  

 

  

 

 

＜結果と考察＞ 

① 意識調査の結果において，（ア）（イ）の項目で肯定的評価が 84%を超えている。 

 

 

 

 

 

② 意識調査の結果において，（ウ）（エ）の項目で，児童・教職員共に肯定的評価が 88％を超えている。 

 

 

 

 

 

③ 意識調査の結果において，（エ）の項目の「児童生徒が友達と話し合うなどして，自分の考えを深め 

たり，広げたりするような指導の工夫をしている」で，教職員の肯定的評価が６%下がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％） 

児童生徒が自分のことを振り返りながら考え

るような指導の工夫をしている。 

児童生徒が友達と話し合うなどして，自分の考

えを深めたり，広げたりするような指導の工夫

をしている。 

 
（％） 

 自分の考えを明確にした上で，ペアやグループでの話合いを毎時間仕組むことができた。そ

の結果，児童生徒が授業で互いに関わり合うことができた。自分も他者も大切にできる児童生 

徒の育成に向けて取組を進めたことが，高い数値の維持につながっている。 

「道徳ノートを用いた自己の振り返り」，「ペアやグループでの話合いを通じて考えを深める」

取組が，校区小中学校で定着してきたことが，高い数値の維持につながっている。 

授業改善の取組を進める中で，教職員の授業に対する意識が高まった結果であると捉える。

今後，話合い活動に焦点を当てて授業改善を行っていく。 



- 24 - 

 

成果と課題 ○成果 ●課題 

○ 小学校では，休憩時間の遊びやボランティア活動等で同学年だけでなく，異学年間でも声かけをし 

たり協力したりできる児童の姿が日常的に見られるようになってきた。中学校では，合唱祭に向けた

練習の際に，歌が苦手な友達に対して，相手を思いやりながら，課題を指摘したり，励ましたりでき

る生徒の姿が多く見られるようになってきた。 

○ 内容項目に係る各学年の指導目標を指導案に明示することで，小学校は中学校の指導内容を見据

えて，中学校は小学校の指導内容を踏まえて授業実践することができた。 

○ 期待する児童生徒の変容（Before の姿と After の姿）を指導案に明示することで，授業のゴ

ールイメージを明確に持ち，逆向き授業設計ができた。 

○ 道徳教育推進リーダーが，２つの小学校間で先行の授業の成果や課題を基に，成果や課題を整理し，

次の授業実践の改善につなげることができた。また，授業後の記録シート（振り返りシート）や「小

中連携道徳通信」を計画的に発行することで，道徳科における授業改善や研究の進捗状況を，校区内

で共有することができた。 

○「特別の教科 道徳」の教科化初期段階において，小中学校ともに，教科書を用いた授業の発問例や

教材・教具等の記録を残し，次の授業づくりに活用するベースができた。 

● 研究仮説の，共感する力や思いやりの心，協力し合う態度，自己の生き方や人間としての生き方に

ついて考えを深めた児童生徒の具体的な姿を共有し，同じ視点で成長を見取る必要がある。 

● 児童生徒の発言や道徳ノートの記述をもとに，「自分との関わりの中で深めているか」，「多面的・多

角的な見方へと発展しているか」について各校で評価を進めたが，校区内での共有が十分できていな

い。指導と評価の一体化を進め，さらなる授業改善につなげていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指導・助言者】 

 

広島大学大学院教育学研究科 教授       宮里 智恵 先生 

 

広島県教育委員会 義務教育指導課 指導主事  大橋美代子 様 

 

広島県教育委員会 義務教育指導課 指導主事  渡辺  剛 様 

 

広島県西部教育事務所 教育指導課 指導主事  安達  裕 様 

 

江田島市教育委員会 学校教育課 主任指導主事 河野 諭恵 様 

 

ご指導ありがとうございました。 

 

 


